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無機ナノ粒子を
無機ナノ粒子で分散させる技術

ナノ粒子の分散と多機能化を簡便に!!

既存の材料の高性能化・多機能化を狙ったナノ粒子分散複合材料では、ナノ粒子の選択と、そのナ
ノ粒子を一次粒子の形で均一に材料中に分散するための分散剤の選択が重要な鍵となる。
本研究では、1. 幅広い材料系に適用可能なナノ粒子分散基盤技術を実現し、さらに、2. 分散した

ナノ粒子を新たなナノ粒子分散剤として用い、導電性・磁性・光学特性などの異なる機能を同時に発
現する多機能ナノ粒子を創出する。

既存分散剤の課題︓分散剤の選択
分散させたいナノ粒子と結合する官能基

分散させたい媒体と親和性のある官能基

組み合わせが膨大で、
選択に時間とコストを要する

1. 様々なナノ粒子を様々な溶媒やポリマーに簡便に分散 2. 多機能ナノ粒子を簡便に合成

高分子材料の機能性/環境配慮型フィラー
配向材料
センサー材料
導電性インク など

出願名称︓分散剤、それにより表面修飾された
複合体及び磁性複合体、並びに分散液
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ナノ粒子の分散や多機能化で課題をお持ちの
企業様、多機能複合材料の開発を目指す企業様
との連携、共同研究を希望いたします。

幅広い材料系（溶媒・ポリマー）に
適用可能な新規分散剤TPC*を開発

*（tributyl(3-((3,4-dihyd roxyphe nylam ino) -3-oxopropy l)p hosphon ium chloride）

Fe2O3 ZnO TiO2 TiO2

様々なナノ粒子を 様々な溶媒に

ナノ粒子が多機能化

ナノ粒子

分散したナノ粒子を、
他のナノ粒子の分散剤として添加

（ナノ粒子分散剤）

ナノ粒子が緩く吸着し、
ビーズミルで解凝集可能

TiC(MXene)ナノ粒子を
ATOナノ粒子でメタノールに分散させた溶液

ナノ粒子分散剤の機能  ナノ粒子の機能
（導電性  磁性  光学特性  熱伝導性）
多機能ナノ粒子を簡便に合成可能
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